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か
ん
か
へ
て
飲
み
は
じ
め
た
る
一
合
の

ニ
ム
ロ
の
酒
の
夏
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

た
く
さ
ん
の
桃
が
な
っ
た
よ

　
鶴
野
内
保
育
園
の
庭
に
は
桃
の
木
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
桃
の
木
に
ム
フ
年
は
た

く
さ
ん
の
桃
が
な
り
ま
し
た
。
6
月
1
0

日
（
月
）
、
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
の
日
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
み
ん

な
で
楽
し
そ
う
に
初
め
て
の
桃
ち
ぎ
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
周
囲
に
は
桃
の
甘
い
か
お
り
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。
桃
栗
3
年
…
こ
の
桃
の

木
も
鶴
野
内
保
育
園
の
園
児
達
と
と
も

に
元
気
に
成
長
し
た
よ
う
で
す
。
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　　　　　　　　　③鵜ど枇り
　　　　　　　　鵜ど弓こ”り②

◎▲嵩E・◎

物を詰め込みすぎないようにするく：‘

二酸化炭素削減量25．4kg

年間節約量1，400円

◎議題・◎

壁から適切な間隔で設置する

二酸化炭素削減量19．8kg

年間節約量1，100円 ドい準
／

省エ墜ネにチャレンジ

　
　
離　　　　　球温暖化
　　　　　めるため

一醐頓■■薩萎、

◎縮屋◎

1繋群「鞭8豹艦
㌃）

野菜の下ごしらえに活用する啄碗

ヨ銘総綴繍旨
二酸化炭素削減量32．5kg

年間節約量1，800円

6，7

・　バ幽　　　♂．髪

醤・竃，！3§

二酸化炭素の排出量を減らすには現在のライフスタイルを

見直し、私たち一人ひとりが身の回りの省エネに取り組んで

いくことが大切です。

次の図に掲げた省エネ行動のうち、実行可能なものを選び

二酸化炭素の排出量を減らしましょう。
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◎　　、含；il◎

食器を洗う温度を40℃から38。C

に下げる

二酸化炭素削減量29，1kg

年間節約量L900円
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◎一1駆◎

フィルターの清掃を2週間に

1回程度する

二酸化炭素削減量6．7kg

年間節約量400円

◎≡身」・：◎

アイドリングを旧5分間やめる

二酸化炭素削減量38．4kg

年間節約量1，700円

隣
鉢
歪
．

趨
瞬

◎狂宴◎

離隔嚢・

◎’鑑◎
まとめて洗う

（容量の8割と4割で洗う場合の比較）

1キロあたり

二酸化炭素削減量2．2kg

年間節約量3，200円 萄
携．，

　馳

●．塗
1世帯あたり7％の石工ネ、つまり370kg

冷房の設定温度を1℃上げる（28℃）

暖房の設定温度を1℃下げる（20℃）

～．一

　　　　　　　　　　　　　ミ
炭素を削減しましょう。i

　　　　　　　　　　　　　ノ

二酸化炭素削減量32．5kg

年間節約量1，800円

使用時間を1日1時間短縮する

二酸化炭素削減量40．6kg

年間節約量700円

蟹欝

◎吊 一・炉薯◎

使用しないときはふたを閉める験

二酸化炭素削減量18．1kg　　　　　冷

年間節約量1，000円

　’、、、
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～1、，、
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1週間のゴミの量を5kg減らす

二酸化炭素削減量62．4kg 潔蘇
彦
．
．
ξ

温度調節を「強」から「中」に下げる

（3畳用、1日5時間使用）

二酸化炭素削減量68．9kg

年間節約量3，900円　　　　　　’

冷暖房の使用時間を1日

1時間短縮する

二酸化炭素削減量29．1kg

年間節約量1，600円

8

温度調節を「強」から「中」に

下げる（1日5時間使用）

二酸化炭素削減量18．1kg

年間節約量1，000円

即誤

彰

α

くくく

54Wの白熱電球から15Wの

電球型蛍光ランプに交換する

二酸化炭素削減量28．9kg

年間節約量1，600円

囎
マ
．
藁

点灯時間1日1時間短縮する

（54W白熱電球）

二酸化炭素削減量7．3kg

年間節約量400円

見る時間を1日1時間短縮する

二酸化炭素削減量15．1kg

年間節約量800円
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★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　”溺ど弓ご’り④

僅艮皇丁丁側軸M一二嶋テ1ム鵬まります

　平成11年8月18日に公布された「住民基本台帳法の一部を改正する法律」により、今年

8月から住民基本台帳ネットワークシステム（以下「住基ネットワークシステム」という。）

が動き出します。そこで、住基ネットワークシステム構築の趣旨とその内容について説明し

ます。

i昌7◎各種行政の基礎であり居住関係を公証する住民基本台帳のネットワーク化を図り、

曼【氏名・住所・性別・生年月日】と住民票コード等により、地方公共団体共同のシス

ニして、全国共通の本人確認ができる仕組みが構築されます。

1情報化社会に対応して、住民の負担軽減、サービスの向上が図られます。

常

4情報【

テムとし

◎高度情

住基ネットワークシステムを運営するために、住民一人一人に付番され

る11桁の番号。　（請求により変更が可能ですが、本人が希望する番号力

付置されるわけではありません。）

住民票コード

※住民票コードは、今年8月初旬に皆様への通知を行う予定です。

1．住民基本台帳事務の効率化

住民票の写しの広域交付…　　全国どこの市町村でも自分の住民票

の写し（※本籍の記載なし）が取れるようになります。

＝＝0

2．国、県等への情報提供

　法令上明確に規定された分野で住所確認、生存確認等に活用されることで．住民票の写しの

提出や証日月が不要になったり、年金の過払い防止等．行政運営の簡素化・効率化に役立ちます。

市転出特例が受けられ、

3．住民塁本台帳カード

　本人の申請により、市町村が有料で交付するlCカード。転入

町村が条例で定める機能を追力口することも可能です。

畿〉圖軍1慧羅蕪1：轡

【内容】住民票の写しの広域交付、転入・転出の特例

　　　処理

　　　住民基本台帳カードの申請受付・交付
陣講〉

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

⑤鵜ど弓こう

漢
繍
馨
驚

　
若
山
牧
水
の
顕
彰
事
業
の
一
環

と
し
て
昨
年
1
2
月
2
6
日
に
開
催
し

た
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま

つ
り
を
本
年
度
、
第
二
回
大
会
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　
第
二
回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も

短
歌
ま
つ
り
の
概
要
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
主
催
　
東
郷
町
・
東
郷
町
教
育

委
員
会

■
後
援
　
宮
崎
県
・
宮
崎
県
教
育

委
員
会
・
牧
水
顕
彰
会
・
報
道
各
社

■
と
き
　
平
成
1
4
年
1
2
月
2
6
日
（
木
）

■
と
こ
ろ
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
・
東
郷
町
中
央
公
民
館

■
内
容

第
一
部
　
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン

　
　
　
ク
ー
ル
表
彰
式

第
二
部
舞
台
芸
術
鑑
賞
会

第
三
部
　
牧
水
か
る
た
大
会

強
鰯
羅
轡

　
第
二
回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も

短
歌
ま
つ
り
に
お
い
て
、
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
第
↓
回
大
会
で
は
、
全
国
2
7
県

の
小
中
学
校
1
7
4
校
か
ら
5
、
5

8
8
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
昨
年
を
上
回
る
応
募
と

本
町
か
ら
の
入
賞
者
が
で
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
選
者

馬
場
あ
き
子
氏
、
高
野
公
彦
氏
、

伊
藤
一
彦
氏

■
応
募
規
定

①
応
募
資
格
　
小
学
生
・
中
学
生

②
応
募
作
品
　
題
材
は
自
由
、
未

発
表
作
品
で
］
人
一
首
と
し
ま
す
。

③
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、

作
品
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
生
年
月
日
を
記

入
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
学
校

単
位
や
E
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

④
応
募
先
　
郵
送
の
場
合
は
東
郷

町
教
育
委
員
会
内
「
こ
ど
も
短
歌

コ
ン
ク
ー
ル
係
」
、
E
メ
ー
ル
は

8
5
冨
◎
δ
≦
p
δ
σ
q
。
．
∋
ぐ
・
N
鍵
こ
℃

ま
で
⑤
締
め
切
り
　
平
成
1
4
年
9
月
1
0

日
（
当
日
消
印
有
効
）

ぐ
蕊
壷
さ
』
塾
『
’
・
午
．
隔
7
、
軽
鑓
膏
糞
．
環
乗
据
町
一
駕
一
隠
建
を
．
畠
モ

．
「
’
　
陀
「
昏
一
尋
ず
　
F
馬
＾
」
三
罫
馴
置
ρ
；
曽
．
‘
　
．
「
内
一
二
ト
へ
を

・
，
秋
甥
6
鹿
　
昏
．
て
善
、
一
り
ま
　
」
一
　
職
虞
影
　
論
F
T
P
眠
を
乾
　
「

」
ユ
5
馬
の
’
盲
鱒
警
三
．
＝
｝
’
戸
。
】
一
．
・
乏
を
罫
ろ
竃
噂
・
r
た
帆
・
の
己

「一

ﾜ
乳
脅
・
．
一
石
．
幽
境
’
　
妓
雰
「
』
穏
F
．
嘱
．
㌻
．
｝
．
｝
影
晋
し
て
．
ろ
翠
り
死
．
と

教
喉
讐
甚
緊
．
一
．
軋
響
己
一
・
＝
一
・
舌
・
、
＝
侶
ド
隻
潜
ろ
理
氏
芝
一
．
∵
ド
て

．
＝
一
～
た
ち
（
蔓
．
．
5
二
　
一
り
膣
中
、
・
甲
．
イ
♪
，
＝
一
一
」
」
・
卜

．
　
匡
駐
ド
（
ワ
ニ
一
日
息
　
．
㌧
L
・
す
こ
こ
r
一
｝
．
靴
一
；

言
「
隻
鯉
、
曙
了
門
・
や
」
象
ド
一
、
τ
．
「
F
．
函
こ
こ
こ
評
唇
．
暫
＝
』
〆
7
　
・
ご
を
実
亀
し
圭
ト

ご
一

■
入
賞
等

①
入
賞

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
と
も

最
優
秀
賞
3
首
、
優
秀
賞
6
首
、

入
選
9
1
首

②
賞
各
部
門
の
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞

受
賞
者
に
は
、
賞
状
及
び
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
者

全
員
に
入
賞
作
品
を
収
め
た
歌
集

を
贈
呈
し
ま
す
。

■
発
表

平
成
1
4
年
1
1
月

■
表
彰

全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
で
表
彰

し
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
と
ご
家
族

一
名
は
表
彰
式
に
招
待
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
　
T
E
L
　
6
9
－
3
9
0
9

　
　
F
A
X
　
6
9
－
2
8
0
7

一
，
堅

　　　　　　　　　　　　　　　　§

ときド平成14年12月26日〔木）　蔑

ところ’東嬬町総含文化センター・東郷釘中央公民館

　　　擁唱　聾ことち題歌コンターン表彫三
　　　窮二謬　舞己…南醍貫金
　　　簗珊　　糎膨むしるたx会

，7て

平
職
階
年
度

藷
繋
難

　
旅
と
酒
を
愛
し
、
4
3
年
の
生
涯

に
八
千
余
首
を
残
し
た
歌
人
「
若

山
牧
水
」
を
顕
彰
す
る
「
牧
水
祭
」

の
事
業
と
し
て
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
題
材

自
由
（
未
発
表
の
作
品
）

■
応
募
点
数

一
人
3
首
ま
で

■
選
者

伊
藤
一
彦
氏

（
N
H
K
歌
壇
選
者
）

■
応
募
規
程

①
応
募
資
格

高
校
生
お
よ
び
一
般

②
応
募
方
法

◎
官
製
は
が
き
に
、
作
品
、
氏
名
、

　
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

　
学
年
、
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、

　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
学
校
単
位
や
E
メ
ー
ル
で
も
応

　
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
先

◎
郵
送
の
場
合

　
〒
8
8
3
1
0
1
9
2

　
東
郷
町
大
字
山
陰
1
3
2
5
1
1

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
内

　
牧
水
祭
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
係

◎
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

§
冨
◎
δ
≦
三
。
σ
q
。
．
∋
言
N
四
『
こ
℃

◎
牧
水
記
念
館
と
道
の
駅
「
詩
季

　
彩
」
に
も
用
紙
を
設
置
し
て
い

　
ま
す
。

④
締
切

平
成
1
4
年
7
月
1
5
日
（
月
）

■
入
賞
等

①
入
賞

高
校
生
の
部
・
↓
般
の
部
と
も

・
天
位
1
首

・
地
位
2
首

・
人
位
3
首

・
佳
作
2
0
首

②
賞
◎
各
部
門
の
入
賞
者
に
は
、
賞
状

　
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◎
入
選
作
品
を
収
め
た
歌
集
を
作

　
成
し
、
入
賞
者
全
員
に
無
料
配

　
布
し
ま
す
。

■
発
表

平
成
1
4
年
8
月
末

■
表
彰

◎
第
5
2
回
牧
水
祭
に
お
い
て
表
彰

　
し
ま
す
。

◎
日
時
　
9
月
1
7
日
（
火
）

◎
場
所
　
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

■
問
い
合
わ
せ
先

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
　
T
E
L
　
6
9
1
3
9
0
9

　
　
F
A
X
　
6
9
1
2
8
0
7

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　”聾弓ご’り⑥

　
今
月
は
七
三
の
新
名
文
英
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

⑲　　
　
　
○
現
、
況
と
ム
フ
後

　
　
　
　
　
の
経
営

　
　
　
　
　
現
在
は
、
温
州

青　　
　
　
み
か
ん
の
生
産
を

　
　
　
　
中
心
に
経
営
し
て

業
．　　
　
　
い
ま
す
。
ま
た
、

　
　
　
　
両
親
が
プ
ロ
イ
ラ

　
　
　
　
一
経
営
を
行
っ
て

農
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
学
校
を
卒
業
し

定　　　
　
て
1
年
間
県
外
の

　
　
　
会
社
に
勤
め
ま
し

朝旦i欝〉く薯

た
が
、
そ
の
後
就
農
し
ブ
ロ
イ

ラ
ー
経
営
を
6
年
間
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
9
年
に
両
親

が
経
営
し
て
い
た
み
か
ん
作
り

を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
規
模
は
、
み
か
ん

畑
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
経
営
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
味
を
重
視
し
た
質

の
向
上
と
量
の
安
定
を
目
標
に
、

消
費
者
が
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら

え
る
み
か
ん
作
り
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
炉

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
町
内
で
飼
育

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
（
昭

和
4
8
年
～
5
0
年
頃
）
か
ら
の
経

営
で
、
3
代
目
と
し
て
祖
父
・

父
か
ら
技
術
を
教
わ
り
な
が
ら

6
年
間
頑
張
っ
た
が
価
格
等
の

低
迷
が
続
き
、
何
か
他
に
や
る

こ
と
は
な
い
か
と
苦
慮
の
選
択

を
し
て
、
平
成
9
年
か
ら
美
々

津
開
パ
事
業
で
植
栽
し
た
み
か

ん
が
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
こ

れ
に
再
挑
戦
し
た
と
話
さ
れ
る

顔
に
は
、
何
か
前
向
き
に
新
し

く
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
若
者
の

頼
も
し
い
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
育
（
年
間
1
2

万
羽
出
荷
）
は
両
親
が
担
当
し
、

文
英
さ
ん
は
寺
迫
地
区
の
み
か

ん
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

③
の
屋
号
で
牧
水
み
か
ん
と
し

て
味
を
重
視
し
た
栽
培
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
販
売
は
市

場
や
個
別
に
も
し
て
、
購
入
し

た
方
か
ら
の
み
か
ん
は
味
が
素

晴
し
く
よ
い
と
言
わ
れ
た
時
は
、

み
か
ん
を
作
っ
て
よ
か
っ
た
と

素
直
に
喜
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
生

産
す
る
農
家
の
最
高
の
価
値
だ

と
話
を
聞
い
て
感
じ
ま
し
た
。

み
か
ん
栽
培
も
時
期
的
に
は
仕

事
が
集
中
し
、
忙
し
く
辛
い
こ

と
も
あ
る
が
基
幹
的
な
作
業
に

手
を
抜
く
こ
と
は
出
来
な
い
、

ま
た
、
価
格
が
下
が
っ
た
時
も

絶
対
に
手
を
抜
か
な
い
よ
う
心

掛
け
て
管
理
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、

若
い
経
営
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

注
が
れ
た
み
か
ん
作
り
で
、
そ

れ
が
③
の
評
価
を
高
く
受
け
て

い
る
証
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

夢
は
味
を
大
事
に
し
た
品
質
、

収
量
を
安
定
的
に
生
産
で
き
る

経
営
に
し
た
い
と
言
わ
れ
、
そ

れ
に
若
者
の
挑
戦
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
あ
る
限
り
叶
え
る
こ
と
が

出
来
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
帰
り
際
、
　
「
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
も
の
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た
い
」

と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

ρ
、

臼
」

奮
潅
だ
透

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
非
売
を
除
く
。
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
6
7
頭

　
雌
平
均
3
8
1
、
4
0
4
円

　
去
勢
平
均
　
3
5
7
、
1
8
5
円

　
合
計
平
均
　
3
6
9
、
1
1
4
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

迫
野
内
　
濱
田
ヤ
ス
子
　
な
な
み
号

血
統
　
紋
次
郎
・
糸
秀
・
奥
高

3
0
2
日
令
　
3
1
0
㎏

　
　
1
、
1
6
1
、
3
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

羽
坂
　
黒
木
英
遠
　
福
平
号

血
統
　
福
桜
・
安
平
・
糸
晴

2
9
4
日
令
　
3
3
3
㎏

　
　
　
　
5
0
1
、
9
0
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
2
0
頭

　
雌
平
均
4
1
6
、
9
8
1
円

　
去
勢
平
均
　
3
5
9
、
2
7
5
円

　
合
計
平
均
　
3
8
2
、
3
5
7
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

庭
田
　
高
瀬
秋
三
　
ひ
め
こ
号

血
統
　
安
平
・
三
二
・
糸
秀

3
1
3
日
蔭
　
3
0
9
㎏

7
4
3
、
4
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

山
ノ
ロ
　
黒
木
千
年
　
五
月
号

血
統
　
照
萩
・
安
平
・
気
高
富
士

3
0
1
日
令
　
2
9
9
㎏

4
3
2
、
6
0
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせくださいく企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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四駅
マ；艦

艶出幽幽

　　　女子バレーボールで坪谷公民館がV6達成！！

　　　　　　　男子ソフトボールでは迫野内公民館4連覇！！

　6月16日（日）に中央公民館ほか各会場で開催された公民館球技大会は、梅雨の谷間の蒸し暑い中、試

合も熱い戦いが繰り広げられました。

　女子バレーボールの決勝戦は、どちらが勝ってもおかしくないほどの好試合でしたが、接戦の末、見事

坪谷公民館が平成9年度から続く6連覇を果たしました。

　また、男子ソフトボールでは照りつける日差しに大汗をかきながら白球を追いかけている選手の姿が印象

的でした。結果は、迫野内公民館が終始安定した試合運びで、4連覇を飾りました。（平成11・12年度は中止）

Bパート

鶴野内2－0田　　野
山白下渡川2－0八　重　原
E日　　　 里予2－0ネ畠　　　 涼頁

鶴野内2－0八重原
福　　　瀬2－0越表下渡川

Aパート

坪谷2－0羽坂
函迫2－0小野田
迫野内2－1羽坂
坪谷2－0寺迫
迫野内2－0小野田

ノ’レーが」〃

決　勝

坪　谷2－1迫野内

準決勝

坪　谷2－0越表下渡川
迫野内2－0鶴　野　内繧
－

響
轟

〃ヲハ

東小グラウンド

仲深12－5羽坂

下深11－6坪谷

羽　坂12－3坪　谷

総合グラウンドソフト場

迫野内14－0鶴野内

越表下渡川18－10田　　　野

迫野内16－0越生下測i

鶴野内6－4田　野

総合グラウンド野球場

小野田9－4八重毒

念　瀬16－4寺　迫

ノ」哩予［E　6－1福　　瀬

寺迫19－2八重原

繋
．
麓
▼
．

臨酋
・
孝
’

飯
藁映7」6

嶺唯
隔
ヨ駈

決勝トーナメント

　　優勝
5　1　11

3

迫野内小野田仲深

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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全
国
大
会
出
場
！

　
6
月
1
、
2
日
に
、
高
千
穂
町

で
第
1
6
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
寺
迫
小

学
校
の
児
童
で
チ
ー
ム
編
成
さ
れ

た
高
松
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場

し
、
見
事
3
位
入
賞
を
果
た
し
、

昨
年
に
続
い
て
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
と
い
う
快
挙
を
決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
全
国
大
会
は
、
8
月
1
0
日

か
ら
滋
賀
県
守
山
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
会
の
日
コ
父
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

湛
マ

　
東
郷
町
商
工
会
で
は
、
6
月
1
0

日
商
工
会
の
日
の
事
業
と
し
て
、

「
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
向
当
言
察
署
と
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
と
の
合
同
に
よ
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
商
工
会
会
員
や
関

係
者
が
一
人
一
人
交
通
安
全
の
チ

ラ
シ
や
飲
み
物
を
手
渡
し
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

お
い
し
く
作
れ
た
か
な
？

；擁

「
」
舷
㌧

　
轄
、
σ

＼

轟
霧
、

　
5
月
2
8
日
に
坪
谷
中
学
校
1
年

生
（
男
子
6
名
・
女
子
3
名
）
は

牧
水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
古
里
キ

ャ
ン
プ
を
行
い
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
シ
チ
ュ

ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
お
い
し
い
！
」
と
言
い
な
が

ら
、
何
杯
も
お
か
わ
り
を
し
て
い

る
生
徒
も
い
て
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
昼
か
ら
は
陶

芸
教
室
、
翌
2
9
日
に
は
そ
ば
打
ち

体
験
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
で
の
い

い
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

地
場
産
業
振
興
会
設
立
総
会

網

元
　
6
月
6
日
に
坪
谷
牧
水
公
園
ふ

る
さ
と
の
家
に
お
い
て
、
村
お
こ
し

推
進
協
議
会
と
ふ
る
さ
と
市
場
開

設
グ
ル
ー
プ
が
統
合
さ
れ
、
新
た

に
組
織
さ
れ
た
地
場
産
業
振
興
会

の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
本
町
に
お
け
る
農

林
産
物
、
工
芸
品
等
の
地
場
産
品

の
生
産
、
加
工
、
販
売
な
ど
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
機
能
的
な
事
業
展
開

を
図
り
ま
す
。

思懸一一押隔冊一一一押鼎押哨艦一
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

巣
に
か
か
り
し
虫
に
飛
び
つ
く
蜘
蛛
ひ
と
つ

素
早
き
動
き
を
息
と
め
て
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
薗
男

か
り
ん
酒
の
薬
効
こ
ま
か
く
書
き
と
め
て

喜
寿
の
記
念
に
苗
を
購
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

青
葉
風
吹
き
く
る
峡
の
水
張
田
に

今
年
も
蛙
の
声
高
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

柏
手
を
打
て
ば
木
霊
の
帰
り
く
る

浄
瑠
光
寺
奥
の
公
園
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

顔
見
知
り
多
き
待
合
室
に
和
み
つ
つ

癒
え
ぬ
病
を
人
ら
の
嘆
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

事
故
以
来
の
夫
の
料
理
に
馴
染
み
つ
つ

過
ぎ
ゆ
く
日
々
を
今
［
口
は
思
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

幾
味
も
持
つ
人
の
あ
り
吾
の
持
つ

人
間
の
味
は
苦
労
の
多
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

早
朝
の
戸
を
繰
る
音
に
気
づ
き
し
か

う
ぐ
い
す
の
鳴
く
声
の
変
は
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

山
鳩
の
夕
べ
の
声
の
さ
び
し
き
と

夕
餉
の
卓
に
今
日
は
吾
が
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

俺
よ
り
も
先
に
逝
く
な
と
病
む
夫
が

吾
を
案
じ
て
口
癖
に
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

吾
が
入
り
し
食
の
サ
ー
ク
ル
に
学
ぶ
は
多
し

日
々
の
暮
ら
し
に
心
掛
け
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

帰
り
き
し
暗
き
わ
が
家
の
し
ず
け
さ
よ

妻
に
土
産
を
我
は
供
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

恵
ま
れ
ず
歌
一
筋
に
逝
き
ま
し
し

野
鍛
冶
の
歌
人
黒
木
傳
松

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

透
析
を
つ
づ
く
る
義
兄
を
見
舞
ふ
な
く

三
月
の
過
ぎ
て
今
日
夢
に
逢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★一報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

鰯彊
彪より

やすらぎ館
魯69－3367

7
目
は
夏
期

璽
品
一
斉
取
締
り

食
中
毒
は
暑
い
夏
に

多
い

　
食
中
毒
は
1
年
中
発
生
し
ま
す

が
、
や
は
り
暑
い
夏
（
6
月
か
ら
1
0

月
）
に
、
1
年
間
に
起
こ
る
件
数
の

約
7
割
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●食中毒事件数と患者数の季節変動

1
義1

10　11　12月

件数
（件）

ワ00

1．

U00

ト500
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箋
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霧
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欝
蓬
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8

　
三
一
馨
7

　
　
　
　
舅
繋
6
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5

　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
2

｛平成11年厚生省食中毒統計〉

食
中
毒
の
発
生
は
家

庭
も
多
い

ジ
‘

　
一
般
家
庭
で
は
、
家
族
全
員
が

食
中
毒
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
4

～
5
人
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
か
、
あ

ま
り
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
発
生
率
は
、
飲
食
店
に
次
い
で

2
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
《
－

“、
㌧
q
う
ど班　⑨

事件数L緯数2．697件）

患者数ドま碁数35．214てヰ）

患者数
（人）

8．OOO

7．000

6，000

5，000

4．000

3．000

2，000

1．000

　　　0

1

●食中毒の発生状況

　　　　　　　　’～’＼
　　　　　　　　　　　　　　件数（％）　　　　　　　　　　　－＼
　　　　　　　　　　　　　＼＼
　　　　その他
　　　　2a2％一綴＼

　　旅館　　　1撫

騨／|＼ノ
　　　　　　31．5％　　　v

（平成11年厚生省食中毒統計）
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l　　　　　　類は早く持ち帰る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
12．家庭での保存　冷蔵庫や冷凍庫には食品ごと適温で、詰め込みすぎない。早めに使い切る，　　　1

羅i鞭難叢1藩轟1灘lll鷺li

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

7月の行事予定表

　　●病因物質別食中毒発生事件数

　　　　　　　　　化学物質0．3％
　　　　　　　　　／

欝＼萱鑑＼
3・3％

_　｝麟　　　　　　　　　　ビブ讐オ
　　　　　　　　　　256％
　　　　　病原　　　、
　　　　大腸菌ほか
　　　　　30、5％

　　　　　　　　ノ
　　　　　　　／　サルモネラ
　　　　　　　　　3嘩．？％

＿∴概ζで

　　　　　　　　　（平成11年厚生省食中毒統計｝

食中毒の分類

　食中毒は細菌によるもの、自然

毒によるもの、有毒化合物質による

ものなどに分類されますが、約

9α5％は細菌による食中毒です。

期　日　　　場　　　　所　　　受付時間

赤ちゃん健康相談
9日（火）や　す　ら　ぎ　館　9：30～10：00

リハビリ教室
25日（木）シルバーセンター10：30～10：40

育児サークル（ちびちびCLUB）
2日（火）

16日（火）
や　す　ら　ぎ　館10：00～12：00

日本脳炎予防接種について
　日本脳炎は日本脳炎ウイルスの感染でおこります。ヒトから直接では
なくブタの中で増えたウイルスが蚊（カ）によって媒介されます。7～10
日の潜伏期間の後、高熱、頭痛、嘔吐（おうと）、意識障害、けいれんな
どの症状を示す急性脳炎になります。対象者は予防接種を受けましょう。

　定期予防接種の対象者は以下のとおりです

一
歳
熔

ぢ
り
ま
し
白
に

　
　
　
　
た
か
　
ま
さ

都
甲
崇
恥
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
6
月
1
0
日
生
ま
れ

　
　
　
　
（
小
野
田
　
又
下
こ

父
　
芳
彦
さ
ん

母
都
さ
ん

「
気
は
た
く
ま
し
く
、
心
は
や
さ
し

い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
」

1～4週間隔で2回

初回終了から1年後1回

6～90月（標準年齢：3歳）

6～90月（標準年齢：4歳）

1期初回

1期追加

（以後、4～5年間隔で受けます。）

1回

1回

9～12歳（小学校4年生）

14・15歳（中学校2、3年生）

期2

期3

　
　
　
　
あ
か
　
り

吉
田
朱
里
ち
ゃ
ん
（
女
）

母父

　
　
　
6
月
2
4
日
生
ま
れ

　
　
（
鶴
野
内
　
大
工
野
）

和
博
さ
ん

美
紀
さ
ん

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

園解く藤電〉
．樋し

ダ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
　
早
島
一
3
1
7
1

7
月
の
・
田
な
擶
重
繭

D
V
D
映
会

　
今
月
か
ら
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
始

め
、
け
ろ
っ
ぴ
、
キ
キ
ラ
ラ
、
ば
つ

丸
と
い
っ
た
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
活
躍
す
る
D
V
D
を
上
映
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
見
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。
時
間
は
6
0
分
間
程
度
で

す
。

●
1
3
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

　
「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」

　
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

●
2
7
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

　
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
「
小
公
子
」

さ
く
ら
館
か
ら
の
お
願
い

　
図
書
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
で
、
住
所
や
電
話
番
号
が
変

更
に
な
っ
た
方
は
、
早
め
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
県
立
図
書
館
創
設
百
周
年
を
記

念
し
、
県
内
の
子
ど
も
か
ら
一
般
ま

で
を
対
象
に
読
書
感
想
文
・
読
書

感
想
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
募
集
期
間
は
7
月
1
日

か
ら
9
月
1
0
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
保
育
所
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
幼
児
と
一
般
の
方
の
応
募
に
つ

い
て
は
、
さ
く
ら
館
で
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
応
募
規
定
な
ど
詳

し
く
は
、
さ
く
ら
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

一
般
図
書

嘗

・
宮
尾
本
平
家
物
語
2
白
虎
の
巻

　
　
　
　
　
　
　
宮
尾
登
美
子

　
平
家
の
興
隆
を
脅
か
す
者
ど
も

1
頼
政
、
蜂
起
し
、
義
経
、
奥
州
へ

下
る
。
清
盛
は
つ
い
に
法
皇
を
幽

閉
し
、
権
力
の
頂
点
に
立
つ
が
・
：
。

平
家
の
一
族
は
動
乱
の
世
を
い
か

に
生
き
た
の
か
？
「
宮
尾
本
」
の
醍

醐
味
が
堪
能
で
き
る
第
2
巻
。
『
週

刊
朝
日
』
連
載
。

・
風
化
水
脈
　
新
宿
鮫
8

　
　
　
　
　
　
　
大
沢
在
昌

新
宿
署
の
刑
事
・
鮫
島
は
出
所

し
た
て
の
真
壁
と
出
会
う
。
か

っ
て
真
壁
が
命
が
け
で
殺
そ
う

と
し
た
男
・
王
は
藤
野
組
と
組

む
中
国
マ
フ
ィ
ア
の
ボ
ス
に
な

っ
て
い
た
。
2
0
0
0
年
毎
日

新
聞
社
刊
「
新
宿
鮫
風
化
水
脈
」

の
改
題
。

・
ア
リ
ゾ
ナ
無
宿

逢
坂
　
剛

時
は
一
八
七
五
年
萌
治
8
年
）
。

稀
代
の
早
撃
ち
ガ
ン
マ
ン
と
ハ

コ
ダ
テ
か
ら
な
が
れ
つ
い
た
サ

ム
ラ
イ
、
そ
し
て
し
た
た
か
な

小
娘
が
追
う
の
は
、
賞
金
つ
き

の
お
尋
ね
者
。
乾
き
き
っ
た
ア

リ
ゾ
ナ
の
地
を
舞
台
に
、
大
い

な
る
西
部
劇
の
世
界
が
よ
み
が

え
る
。

そ
の
他

三
日
新
聞
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
（
5
月
）

・
梅
原
猛
の
授
業
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
猛

・
光
に
向
か
っ
て

1
2
3
の
こ
こ
ろ
の
タ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
顕
徹

・
金
で
は
な
く
鉄
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
中
坊
公
平

・
沖
縄
／
草
の
声
・
根
の
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
目
取
真
俊

・
生
き
か
た
上
手

　
　
　
　
　
　
　
日
野
原
重
明

・
だ
か
ら
私
は
太
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
山
咲
千
里

・
ゼ
ノ
サ
ー
ガ
エ
ピ
ソ
ー
ド
ー

　
カ
へ
の
意
思
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

　
コ
ン
プ
リ
ー
ト
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
通

・
常
識
と
し
て
知
っ
て
お
き
た

　
い
日
本
語

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
武

・
暁
の
天
使
た
ち
　
　
茅
田
砂
胡

・
初
夜
　
　
　
　
　
　
林
真
理
子

・
く
ね
く
ね
日
記
田
ロ
ラ
ン
デ
ィ

・
沙
高
楼
綺
課
　
　
　
浅
田
次
郎

・
殺
人
ラ
イ
セ
ン
ス
今
野
　
敏

・
誕
生
日
の
子
ど
も
た
ち

　
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ

・
脳
を
つ
く
り
変
え
る
「
い
い

習
慣
」

　
　
　
　
　
　
　
高
田
明
和

児
童
図
書

・
び
い
す
け
と

　
　
ぷ
う
す
け
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子
作

　
び
い
す
け
と
ぶ
う
す
け
は
、

い
の
し
し
の
ふ
た
こ
。
シ
ー
ソ

ー
や
い
ち
ご
つ
み
な
ど
、
元
気

に
遊
び
ま
す
。
い
の
し
し
一
家

の
四
季
の
お
話
を
集
め
た
絵
本
。

お
か
あ
さ
ん
と
一
緒
に
作
れ
る

レ
シ
ピ
つ
き
。
　
（
小
畔
・
一
般
）

・
十
二
番
目
の
天
使
（
ジ
ュ
ニ
ア
版
）

　
　
　
オ
グ
・
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ

　
妻
子
を
失
い
、
絶
望
の
果
て

に
自
殺
を
決
心
し
た
私
の
命
を
、

あ
る
天
使
が
救
っ
て
く
れ
た
：
・
。

2
0
0
1
年
刊
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
小
説
を
、
子
供
が
読
み
や
す

い
よ
う
に
再
訳
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
版
。

（
小
上
学
年
・
中
学
生
）

・
恐
怖
の
谷
の
大
冒
険

　
　
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

　
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
住
む
ジ
ャ

ッ
ク
と
ア
ニ
ー
の
仲
良
し
兄
妹
。
不

思
議
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
中
で
本

を
見
て
い
る
と
、
本
の
中
の
世
界
へ

入
っ
て
し
ま
い
、
着
い
た
と
こ
ろ
は

恐
竜
時
代
！
表
題
作
の
他
「
黒
い

馬
の
騎
士
」
を
収
録
。
（
小
学
校
中

学
年
・
上
学
年
）

そ
の
他

・
十
字
路
の
小
さ
な
町

・
ナ
イ
ナ
イ
と
し
あ
わ
せ
の
庭

・
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル

・
ゆ
う
れ
い
新
幹
線
と
ち
ゅ
う
下
車

・
ず
ら
～
り
カ
エ
ル
な
ら
べ
て

　
み
る
と
…

・
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
と
春
の
ま
ほ
う

絵
本
・
ワ
ニ
ぼ
う
の
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎

　
ワ
ニ
坊
の
た
め
に
お
と
う
さ

ん
が
こ
い
の
ぼ
り
を
買
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。
春
の
風
に
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
お

と
う
さ
ん
は
・
：
。
の
ん
き
な
ワ

ニ
親
子
の
絵
本
。
　
（
幼
児
用
）

そ
の
他

・
ぼ
く
は
弟
と
あ
る
い
た

・
み
ど
り
の
目

・
い
い
ん
だ
よ
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
君

・
か
さ
か
し
て
あ
げ
る

・
川
の
い
の
ち

・
2
歳
か
ら
は
じ
め
る
読
み
聞
か

　
せ
絵
本

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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東
郷
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
は

7
月
2
日
（
火
》
告
示

7
月
7
日
（
日
》
投
票

　
平
成
1
4
年
7
月
1
9
日
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
東
郷
町
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
投
票
資
格

①
そ
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
農
業

委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
年
齢
が
満
2
0
歳
以
上
（
昭
和

57

N
4
月
1
日
ま
で
の
出
生
者
）

で
、
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
。

③
②
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね
6
0
日

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
年
齢
2
0

歳
以
上
の
者
。

※
た
だ
し
、
こ
の
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
は

平
成
1
4
年
1
月
1
日
現
在
の
状

況
に
よ
り
、
平
成
1
4
年
1
月
1
0

日
目
で
に
農
業
委
員
会
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録

記
載
申
請
書
を
提
出
し
た
方
で

な
い
と
、
今
回
選
挙
の
投
票
資

格
が
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

7月から不燃ごみと資源（リサイクル）

ｲみの収集日が変わります。

q変更内容〉

変更前 変更後

不燃ごみ
毎月第2・4

�j日

毎月

謔R水曜日

「いきいき三世代木造住宅建設促進事業」

@　　　　　　利子補助金のご案内
@住宅金融公庫の融資を活用してこれから住宅を取得される方で、一定の要件を満たした木造住宅を建設すると、県が補助金を助成する制度があります。

@建設費用の負担が軽減でき、良質な住宅が取得できますので是
�ｲ活用ください。

E概要

@　公庫融資残高の年α5％に相当する額を、当初5年間補助します。
@なお、補助対象者が100名を超えた場合は、抽選となります。・対象となる住宅

@　①県合材を使用した在来軸組工法による一戸建ての木造住宅
@　②地域木造「みやざきの家」建設基準に適合する住宅・申込の方法等

@　①申込時期　住宅金融公庫の申込と同時（年6回）

@　②申込方法　利子補助申込書を提出
@　③申込先　　住宅金融公庫業務取扱金融機関※詳しい内容は、金融機関、土木事務所、役場に置いてあるパンフ

@レットをご覧下さい。

ｦ問い合わせ先　役場建設課建築係　0982－69－3906

資源ごみ
毎月

謔R水曜日

毎月第2・4

�j日

　また、平成14年度から容器トレ

C・発砲スチロールもリサイクルで

ｫます。資源ごみの日に市販のごみ

ﾜで出してください。

@資源ごみはルールを守って正しく

oしましょう。

《
〈
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
》

一
■　
　
　
誓

■
6嵜「

1笥
岬甲

E

ρ
■
：

．
3
．

会場で　　　　　　　　　　　　　　　　会場は熱狂的な雰囲気に・・

　　　欲しい人は手を上げ
@　　て下さいね．
@　　早い者勝ち1
@　　　いきますよ。

@　　　　　　　　　　ρ　　の
ﾍい、この卵　　　　　　　　　　　　へ　　　　50円11　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　この

@　　　　　　　　　　　　　　　　　羽毛布団

`　　　A

`　　　A

@｝
`

　　　　　　次はこの
@　　　　　ホットO　　　　　　無料鎚

　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　A

聡J慮瓢曳：●3』1』
ﾆころ30万円でお分け
ｵましよう。欲しい人ll

B狸掘賃を
無料贈呈だって

行ってみようか

　
　
　
　

日
を
す
健
つ

　
気
で
　
に

用品の安売り、新製品の説明会などと言って人を集め、熱狂的な雰囲
盛り上げ、一種の興奮状態の中で最後に高額商品などを買わせる商法

康食品、磁気マットレス、ふとんセットなど何かと心配になる「健康」
いての商品が多いようです。

タダぼど窟い宅のはありません。うまい話には気をつけましょう。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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牧水ふれあい
▲

β
’

客
勿

髪
／
髪

くタ

℃
薩7128

勃
％

　
／AM　11＝00小雨決行〔増水時8月4日〕

勿

牧水公園⊂二：つ

流れる自然プール

霧

一
べ

口
す

テニス場

観越

…込　ノu

0

ふるさと
の　　家

世

霧．

團

．・

ｲ
．
．

…アント村」

坪谷川

　　　　　至南郷→

牧水記念館●
牧水生家　　　　ノ

5
－

バター
ゴルフゆ／00

　
馨
撫
韓

国道446号

　　　参加1蒲㍊”｝

★うなぎつかみどり大会
　　（うなぎ・ます・鯉）

　　　つかみどり方法
　　　手を使ってのつかみどり

　　　　※幼児には、特設フールを設置します。

★もちまき（賞品付きもあります）

　（贅品は、露りだくさん準備しています。）

◆当日、テント村におきまして青年部・女性部・ふるさと市場

　によるバザーを開催いたします。饒き鳥・カレー・かき氷など｝

事故などが発生した場合、当本部では

その責任を負い兼ねますのでご注意下
さい。

協賛／東郷町商工会女性部・東郷町観光協会・日向警察署

協賛／㈱東郷町ふるさと公社・耳川漁業協同組合・ふるさと市場開設グループ

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

受
講
生
を
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
8
月

か
ら
1
0
月
に
か
け
て
実
施
す
る

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

≦
○
「
α
初
級
（
ワ
ー
プ
ロ
）
2
講

座国
×
∩
2
初
級
（
表
計
算
）
2
講
座

国
×
。
の
一
上
級
（
表
計
算
）
1
講
座

　
講
習
会
場
は
、
東
郷
中
学
校

で
4
講
座
、
寺
迫
小
学
校
で
1

講
座
（
≦
o
乙
初
級
）
実
施
す
る

予
定
で
す
。
講
習
会
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

チ
ラ
シ
（
申
込
書
兼
）
を
区
長

会
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
申
込
締
切
は
、
7
月
2
4
日
（
水
）

で
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
・
F
A
X
に
よ

る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
（
歴
6
9
1
3
9
0
9
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
世
代
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
時

▽
場
所

7
月
1
3
日
目
土
）

午
前
9
時
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
財
産
問
題
、

交
通
事
故
等
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
要
予
約
）

▽
日
時
　
7
月
1
7
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
同
日
に
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
。

■
助
成
金
の
種
類

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置

　
等
助
成
金

②
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応

　
助
成
金

※
助
成
の
内
容
、
助
成
金
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
宮
崎
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

　
盈
0
9
8
5
1
2
9
1
9
0
5
2

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

第
2
学
期
学
生
募
集

　　　⑭膿8ご，

▽
募
集
期
間
　
6
月
1
5
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
8
月
1
5
日
（
木
）

▽
募
集
学
生

　
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

　
選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

※
入
学
試
験
が
な
く
、
自
宅
で
大

学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
放
送
大
学
宮

崎
学
習
セ
ン
タ
ー
（
5
3
1
1
8
9
3
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
親
子
一
日
消
費

者
ス
ク
ー
ル

思
川
流
域
文
化
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト

　
耳
川
流
域
8
市
町
村
の
小
中
学

校
の
代
表
が
集
ま
り
、
事
例
発
表

や
陶
芸
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
2
6
旦
金
）
午
前
1
0
時
～

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ほ
か

道
の
駅
と
う
こ
う
夏
祭
り

▽
日
時
　
8
月
目
日
（
旦
午
後
5
時
～

▽
場
所
　
道
の
駅
と
う
こ
う

■
町
民
総
踊
り
参
加
者
募
集

　
当
日
の
町
民
総
踊
り
に
参
加
さ

れ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
書
は
区
長
会
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
り
　
7
月
1
9
日
（
木
）

　
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
夏
休
み
期
間
中
の
日
曜
日
に

セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て
、
親
子
を

対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
2
8
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
遊
ぼ
う
リ
サ
イ
ク

ル
教
室
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど

※
詳
し
く
は
、
盈
0
9
8
5
1
3
2

1
7
1
7
1
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者
雇
用
継
続

援
助
事
業
助
成
金

牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
開
き

▽
日
時

▽
場
所

7
月
5
日
（
金
）

10

F
0
0
～

牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル

箸
鴛
・
灯

　
こ
の
制
度
で
は
、
労
働
災
害
、
交

通
事
故
な
ど
に
よ
り
中
途
障
害
者

に
な
っ
た
従
業
員
の
た
め
の
職
場
復

帰
を
考
え
て
い
る
事
業
主
が
、
雇

用
継
続
に
必
要
な
施
設
、
職
場
適

応
措
置
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
6
月

10

冾
ﾜ
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
ス
エ
子
さ
ん
か
ら

（
滉
さ
ん
8
3
歳
逝
去
）

◎
日
向
の
黒
木
シ
オ
リ
さ
ん
か
ら

（
金
丸
盛
松
さ
ん
1
0
3
歳
逝
去
）

　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
二
期

介
護
保
険
料
二
期

■
．
＝

●

　
　
（
5
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

真・

奈・

美・

康

伸

坪

谷

直≧

也・

文

明

鶴
野
内

あ
氏
名

保
護
者

住

所

結
婚
お
幸
せ
に

楠安1氏
田黒黒死代木木氏亡

博1廿

里坪住

谷谷所

般
　
寄
　
付

　
迫
野
内
保
健
推
進
員
よ
り
社
会

福
祉
協
議
会
に
一
般
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
名

イ
ワ
工

　
滉

編
集
後
記

44

歳

寺

迫

83

歳

迫
野
内

71

歳

寺

迫

年

齢

住

所

　
今
年
は
空
梅
雨
で
し
ょ
う
か
。
梅

雨
入
り
宣
言
さ
れ
た
途
端
に
晴
れ
が

続
き
ま
す
よ
ね
。
ほ
ん
と
、
暑
く
な
り

ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

も
大
詰
め
を
迎
え
、
日
本
中
が
熱
く

な
っ
て
い
ま
す
。
空
梅
雨
の
原
因
は
こ

れ
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
で
は
、
ま
た
次
号
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
r
．
T
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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¢⑥A＠曲軸魯

　　σ愚坪谷保育園k）愚

▲　「恐竜が大好き」

坪谷　本村の
　　　さくら　こ

狭間桜子さん礁）

母　直美さん

○好きな食べ物は何

　ですか？

　カレーライス、

　からあげ

○好きな遊びは何で

　すか？

　ブランコ、サッカー

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　おまわりさん

｛む

坪谷　赤井笠の
　　　み　　こ　　も

日高三刀急くん6歳）

父　公大さん

母　みのりさん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　りんご、カレーライス

○好きな遊びは何ですか？

　すべりだい、ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　おもちゃやさん

噌
．
．
．

い
　
’

へ
③

纏壷
㊨

▲　「かたつむりがいたよ」

塾

戻戻眞質眞頁眞賞質

翻◎誘籐
頁戻眞眞眞更質眞質

“これって、

　　バイク？！”

　先日、道の駅に未来カー

の風貌をしたバイクが現れ

ました。

　このバイク、佐賀県から

やって来た稲富さん所有の

西日本に2台しかないとい

うフランス製めバイクだそ

うで、見に来た人みんなビ

ックリしていました。

　「東郷はいい所ですね。」

と言って走り出した姿がサ

マになっていました。

一L」＿」＿嗣口■■

ゴ

●●

兜1

　表
　多罪

　牧
　水
　の
調う

崎
畷

か
ん
が
へ
て
飲
み
は
じ
め
た
る
一
合
の

　
二
合
の
酒
の
夏
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
（
死
か
芸
術
か
）

　
こ
の
歌
は
明
治
四
十
五
年
初
夏
の
作
品
で
第
五
歌
集
『
死
か

芸
術
か
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
十
五
年
と
い
え
ば
、
牧
水
が
太
田
喜
志
子
と
結
婚
し

た
い
わ
ゆ
る
新
婚
時
代
で
、
長
い
漂
泊
、
荒
廃
の
生
活
の
後
、

よ
う
や
く
家
庭
に
落
ち
着
い
た
の
ど
か
な
心
情
が
に
じ
み
出
て

い
る
歌
で
も
あ
る
。

　
こ
の
歌
に
は
自
註
（
自
分
で
注
釈
す
る
）
が
あ
っ
て
、
牧
水

は
「
よ
さ
う
か
、
飲
ま
う
か
、
さ
う
考
え
な
が
ら
に
い
っ
か
取

り
出
さ
れ
た
徳
利
が
一
本
に
な
り
三
本
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
ふ

場
合
の
夏
の
夕
暮
れ
の
静
か
な
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
考
え
な
が
ら
酒
を
飲
み
は
じ
め
、
一
合
が
三

合
と
な
っ
て
い
く
心
地
よ
い
、
静
か
な
夏
の
夕
ぐ
れ
で
あ
る
こ

と
よ
（
命
の
破
片
・
伊
藤
一
彦
著
）
」
の
、
風
も
涼
し
く
吹
き

は
じ
め
た
夏
の
夕
ぐ
れ
時
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
飲
み
始
め
た

酒
、
一
合
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
さ
わ
や
か
な
空
気
と

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
飲
ん
で
い
る
と
つ
い
二
合
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
声
調
の
よ
い
歌
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
「
白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜
の
酒
は
し
っ

か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
」
の
歌
と
共
に
牧
水
の
酒
の
歌
の
中
で

は
も
っ
と
も
広
く
愛
諦
さ
れ
て
い
る

一
首
で
あ
る
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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